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昭
和
二
十
三
年
九
月
末
日
（
？
）
九
州
の
佐
世
保
へ
上

陸
。
二
日
程
し
て
三
百
円
を
支
給
さ
れ
、
約
三
日
間
程
し

て
故
郷
の
自
宅
へ
復
員
し
ま
し
た
。

結
婚
は
昭
和
二
十
四
年
。
子
は
男
ば
か
り
三
人
、
そ
の

中
次
男
は
航
空
自
衛
官
二
尉
の
現
役
で
お
勤
め
中
。
孫
、

曾
孫
と
皆
元
気
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

私
の
戦
後
の
略
歴
は

岩
松
漁
業
協
同
組
合
監
事
、
理
事
。

津
島
町
自
衛
隊
父
兄
会
長
。

愛
媛
県
自
衛
隊
父
兄
会
理
事
。

津
島
町
同
和
対
策
委
員
。

津
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
理
事
。

津
島
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
。

等
で
現
在
は
老
人
会
等
で
余
生
を
楽
し
ん
で
い
る
。

今
日
の
祖
国
日
本
の
繁
栄
の
陰
に
尊
い
犠
牲
が
多
大
に

あ
っ
た
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
特
に
次
代
を
担
う

若
い
世
代
は
知
っ
て
貰
い
た
い
と
思
う
。
私
の
方
へ
も
あ

る
時
、
小
学
校
五
年
生
が
五
人
来
て
く
れ
ま
し
た
。
戦
争

の
話
を
と
約
一
時
間
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

も
っ
と
も
っ
と
沢
山
の
青
少
年
が
戦
争
中
の
労
苦
に
深
い

関
心
と
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
切
に
望
み
ま
す
。

太
平
洋
戦
争
は
日
本
は
負
け
た
、
東
南
ア
ジ
ア
の
諸
国

は
独
立
し
て
植
民
地
か
ら
自
立
し
た
、
お
互
い
に
ア
ジ
ア

の
諸
国
と
手
を
取
り
合
っ
て
い
つ
ま
で
も
仲
良
く
し
ま

し
ょ
う
。

最
後
に
先
の
大
戦
に
お
い
て
護
国
の
鬼
と
な
っ
た
戦
没

戦
友
の
御
霊
に
対
し
て
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

ス
マ
ト
ラ

油
田
地
区
の
警
備

千
葉
県

山

内

信

次

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
三
月
、
千
葉
県
立
市
川
中

学
を
卒
業
、
家
業
で
あ
っ
た
土
木
建
築
石
材
業
の
手
伝
い

を
し
た
。
父
母
共
に
健
在
で
兄
弟
は
男
二
人
、
女
二
人
の
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四
人
兄
弟
だ
っ
た
。

満
州
事
変
か
ら
始
ま
っ
た
戦
争
が
支
那
全
体
に
拡
大

し
、
い
つ
終
了
す
る
の
か
誰
も
予
想
が
つ
か
な
か
っ
た
。

そ
れ
と
呼
応
す
る
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
戦
雲
が
た

ち
こ
め
、
い
つ
ど
こ
の
火
薬
庫
に
火
が
つ
い
て
も
お
か
し

く
な
い
現
状
だ
っ
た
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
太
平
洋
、
大
東
亜
戦
争
が

開
戦
、
準
戦
時
色
か
ら
戦
時
色
に
塗
り
か
え
ら
れ
て
い
っ

た
。昭

和
十
八
年
四
月
、
現
役
兵
と
し
て
東
部
第
七
部
隊
第

一
中
隊
に
入
隊
し
た
。
そ
こ
で
初
年
兵
教
育
を
受
け
る
。

同
年
九
月
、
近
衛
の
一
個
連
隊
が
甲
府
の
第
六
十
三
部

隊
に
移
籍
し
た
。
甲
府
で
は
外
地
へ
の
出
発
準
備
や
ら
一

部
編
成
替
え
や
ら
下
士
官
の
交
替
や
ら
で
、
雑
事
に
追
わ

れ
て
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
た
。

二
〜
三
カ
月
も
過
ぎ
た
頃
、
夏
服
が
支
給
さ
れ
、
東
部

第
六
十
三
部
隊
は
部
隊
を
あ
げ
ス
マ
ト
ラ
へ
移
転
し
、
そ

こ
の
警
備
に
あ
た
る
の
だ
と
噂
が
流
れ
た
。
夏
服
が
支
給

さ
れ
た
の
だ
か
ら
南
方
行
き
は
間
違
い
な
い
と
思
っ
て
い

た
ら
、
ど
ん
ぴ
し
ゃ
ス
マ
ト
ラ
行
き
だ
っ
た
。

昭
和
十
八
年
九
月
一
日
、
大
阪
港
を
発
ち
、
二
千
人
の

部
隊
は
船
団
を
組
み
、
マ
ニ
ラ
経
由
ス
マ
ト
ラ
へ
向
か
っ

た
。
バ
シ
ー
海
峡
を
航
行
中
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
潜
水
艦

隊
に
襲
わ
れ
、
輸
送
船
は
逃
げ
ま
ど
う
ば
か
り
だ
っ
た
。

真
夜
中
の
こ
と
で
も
あ
り
、
魚
雷
を
避
け
る
の
が
精
い
っ

ぱ
い
で
、
数
隻
の
輸
送
船
は
魚
雷
の
餌
食
に
な
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
兵
士
に
は
分
か
ら
な
か
っ
た
が
避
難
所
や
避

難
港
が
指
定
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
数
日
後
サ
イ
ゴ
ン

（
い
ま
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
港
）
に
沈
没
を
ま
ぬ
か
れ
た
輸
送

船
が
ぼ
つ
ぼ
つ
集
ま
っ
て
き
た
。
応
急
修
理
の
後
、
再
び

船
団
を
再
編
成
し
ス
マ
ト
ラ
島
の
メ
ダ
ン
に
向
か
っ
た
。

ス
マ
ト
ラ
島
は
第
一
次
の
作
戦
が
終
了
し
、
警
備
警
戒

の
時
期
に
入
っ
た
の
で
治
安
も
比
較
的
よ
く
、
軽
微
な
軍

務
な
ど
現
地
か
ら
の
志
願
兵
に
任
せ
る
よ
う
に
し
て
き

た
。
い
ざ
と
い
う
時
、
日
本
軍
の
戦
力
に
な
る
と
思
っ
た

が
、
む
ず
か
し
い
面
も
あ
っ
た
。

復
員
し
て
か
ら
い
ろ
い
ろ
本
を
読
ん
だ
が
、
蘭
領
イ
ン
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ド
ネ
シ
ア
な
ど
比
較
的
治
安
が
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

一
週
間
ご
と
に
食
糧
の
配
給
が
あ
る
し
、
現
地
人
の
反

乱
も
な
い
。
時
た
ま
石
油
地
帯
へ
の
爆
撃
も
あ
っ
た
が
、

将
来
の
使
用
も
考
え
て
の
こ
と
と
思
う
が
、
徹
底
的
に
基

地
を
破
壊
し
尽
く
す
と
い
う
従
来
の
戦
術
と
は
異
な
っ
て

い
た
。
対
空
射
撃
、
対
戦
車
攻
撃
の
演
習
も
盛
ん
に
行
わ

れ
た
。

警
備
中
の
あ
る
日
、
中
隊
長
と
人
事
係
准
尉
に
呼
ば

れ
、
幹
部
候
補
生
を
志
願
す
る
よ
う
に
す
す
め
ら
れ
た
。

戦
線
が
拡
大
す
る
一
方
、
下
級
将
校
、
下
士
官
が
不
足
し

て
い
る
の
で
こ
の
際
資
格
の
あ
る
者
は
一
人
で
も
多
く
志

願
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
二
、
三
人
の
同
年
兵

と
も
相
談
し
幹
部
候
補
生
を
志
願
す
る
こ
と
に
し
た
。
幹

部
候
補
生
に
は
将
校
を
志
願
す
る
甲
種
幹
部
候
補
生
と
下

士
官
を
志
願
す
る
乙
種
幹
部
候
補
生
が
あ
り
、
学
科
、
品

性
、
健
康
等
の
試
験
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
う
る
に
中
隊

毎
に
一
定
の
合
格
枠
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

東
部
第
七
部
隊
は
九
中
隊
編
成
で
、
第
十
中
隊
は
ス
マ

ト
ラ
で
増
設
さ
れ
た
。
軍
隊
で
も
新
設
や
増
設
の
中
隊
は

何
か
に
つ
け
不
利
益
を
喰
う
も
の
で
、
第
十
中
隊
も
例
外

で
は
な
か
っ
た
。
将
校
一
人
の
枠
が
削
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。
自
分
よ
り
学
科
も
兵
科
も
下
の
人
間
が
、
そ
の
枠
の

関
係
で
甲
種
に
選
抜
さ
れ
た
の
は
心
よ
い
も
の
で
な
い
。

中
隊
毎
に
行
わ
れ
た
乙
幹
教
育
も
無
事
終
了
し
、
伍
長
に

任
官
し
た
。

ス
マ
ト
ラ
の
連
隊
本
部
の
あ
る
コ
ラ
ジ
ャ
か
ら
、
昭
和

二
十
年
九
月
、
パ
レ
ン
バ
ン
第
九
十
四
兵
站
警
備
隊
に
転

属
に
な
っ
た
。
文
字
通
り
血
の
一
滴
で
も
あ
る
石
油
の
生

産
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
。
パ
レ
ン
バ
ン
は
石
油
生
産

地
の
中
心
地
に
あ
り
、
米
・
英
・
オ
ラ
ン
ダ
は
こ
の
基
地

の
奪
回
を
ね
ら
っ
て
い
た
。

昭
和
二
十
年
に
な
り
戦
況
が
毎
日
不
利
に
な
る
の
が
肌

で
感
じ
ら
れ
た
。
パ
レ
ン
バ
ン
防
護
の
た
め
一
時
バ
ン
ガ

島
に
も
分
屯
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

戦
況
が
日
の
た
つ
に
つ
れ
不
利
に
な
り
、
現
地
で
採
用
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し
た
補
助
兵
が
櫛
の
歯
が
ぬ
け
る
よ
う
に
い
な
く
な
る
の

に
は
弱
っ
た
。
し
か
も
武
器
を
携
行
し
て
の
脱
走
で
あ

る
。
ま
だ
軍
隊
と
し
て
の
反
乱
で
な
く
幸
せ
で
あ
っ
た
。

一
方
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
の
動
き
も
盛
ん
に
な
り
、
わ
が

軍
も
警
戒
を
深
め
て
い
た
。

八
月
十
五
日
の
大
詔
は
、
数
日
過
ぎ
て
か
ら
バ
ン
ガ
島

で
聞
い
た
。
日
本
軍
は
イ
ギ
リ
ス
軍
に
投
降
し
、
後
は
、

そ
の
支
配
下
に
入
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。
蘭
領
東
イ
ン

ド
と
言
う
以
上
オ
ラ
ン
ダ
軍
が
き
て
終
戦
処
理
を
す
べ
き

だ
と
思
っ
た
が
、
す
べ
て
イ
ギ
リ
ス
軍
が
代
行
し
た
。
イ

ギ
リ
ス
軍
の
戦
犯
追
求
は
厳
し
い
と
聞
い
た
が
そ
れ
ほ
ど

で
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
抑
留
中
の
待
遇
・
食
事
・
労
働

は
厳
し
か
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
九
月
、
広
島
の
大
竹
港
に
復
員
、
父
と

共
に
山
内
工
業
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。

現
在
子
供
達
に
も
恵
ま
れ
平
和
な
生
活
を
過
ご
し
て
い

る
。十

数
年
前
、
家
内
と
ジ
ャ
ワ
、
ス
マ
ト
ラ
旅
行
に
参
加

し
た
が
、
当
時
の
田
園
風
景
は
面
影
を
残
し
て
い
た
が
、

大
都
市
は
大
き
く
変
化
し
、
昔
と
は
様
変
わ
り
だ
っ
た
。

と
き
ど
き
写
真
を
取
り
出
し
、
昔
と
今
を
較
べ
て
振
り

返
っ
て
見
て
い
る
。

南
方
石
油
部
隊

ジ
ャ
ワ
・
チ
ェ
プ
ー
製
油
所
）

新
人
社
員
と
し
て
の
体
験

大
分
県

足

穂

正

人

大
東
亜
戦
争
は
「
石
油
に
始
ま
り
、
石
油
に
終
わ
っ

た
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
、
き
び
し
い
体
験
は
、

第
一
線
の
兵
士
以
上
の
重
い
任
務
を
背
負
っ
た
私
で
あ
り

ま
し
た
。

当
時
、
私
は
満
州
国
関
東
州
大
連
の
甘
井
子
に
在
っ
た

「
満
州
石
油
株
式
会
社
」
の
大
連
工
場
勤
務
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
工
場
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
三
流
品
の
石
油
を
輸

入
し
て
、
軍
や
民
間
へ
の
石
油
類
を
精
製
し
て
、
供
給
し
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